
 

 

日本政府に核兵器禁止条約への署

名・批准を求める意見書決議 

７３５自治体 

 （2025年１０月 ８日) 

■ 阪府（１０）：和泉市議会、泉佐野市

議会、摂津市議会、高石市議会、

米
国
い
い
な
り
に
軍
備
大
増
強
に
突

き
進
む
日
本
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

高
市
早
苗
首
相
は
１
０
月
２
４
日
に

お
こ
な
っ
た
所
信
表
明
演
説
で
、
２
０
２

７
年
度
ま
で
に
達
成
す
る
と
し
た
軍
事

費
の
Ｇ
Ⅾ
Ｐ
国
内
総
生
産
）
比
２
％
へ
の

引
き
上
げ
を
今
年
度
中
に
前
倒
し
で
実

施
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。
補
正
予
算

で
１
兆
円
以
上
が
必
要
で
す
。
い
ま
な

ぜ
軍
事
費
増
な
の
か
、
そ
の
具
体
的
説

明
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
１
０
月
２
８
日

の
日
米
首
脳
会
談
で
高
市
首
相
は
ア
メ

リ
カ
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
、
軍
事
力
の
抜
本
的
強
化
と 

軍
事
費

増
額
に
と
り
く
む
こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。
国
民
の
税
金
で
米
国
製
兵
器
を
さ

ら
に
大
量
購
入
し
よ
う
と
い
う
の
で

す
。
し
か
し
、
日
米
同
盟
強
化
と
軍
備
の

大
増
強
は
、「
軍
事
」
対「
軍
事
」
の
悪
循

環
を
助
長
し
、
緊
張
が
高
ま
る
東
ア
ジ

ア
で
戦
争
の
危
険
を
高
め
る
だ
け
で

す
。
い
ま
開
か
れ
て
い
る
第
８
０
回
国
連

総
会
で
も
、
多
数
の
政
府
が
武
力
の
行

使
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
を
禁
じ
、
紛
争

の
平
和
解
決
を
原
則
と
す
る
国
連
憲
章

に
も
と
づ
く
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
憲

法
９
条
に
も
と
づ
く
平
和
外
交
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
し
て
核
兵

器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
で
す
。「
日

本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准

を
」と
求
め
る
署
名
に
ご
協
力
下
さ
い
。 
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☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

２０２５年１０月２２日の到達 １４８,１７１筆  

大阪原水協は、総会までに１５万筆の署名達成を目指しています。 

各団体・地域原水協・個人より報告をお願いします。 

尚、１１月２１日３団体共同で署名提出行動を取り組みます。 

 

」 

議員会館被爆者 とともに 国会 へ 
11/21（金） 署名提出&議員会館前集会 

２０２５年１１月 ６日                                           第９８２号 

み
な
さ
ん
、
今
年
は
被
爆
８
０
年
の
節
目
の
年
で

す
。
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
の
も
と
、
核
使
用
の
緊

張
と
、
核
兵
器
が
私
た
ち
の
安
全
保
障
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
か
の
よ
う
な
幻
想
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本 

政
府
も
ア
メ
リ
カ
の「
核
の
傘
」に

た
よ
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
て
い
ま

す
。 

１
１
月
２
１
日
、
私
た
ち
は
、「
日
本
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署

名
」
を
提
出
し
ま
す
。
ま
た
国
会
前
で
も
集
会
を

開
き
ま
す
。
被
爆
８
０
年
、
平
均
年
齢
８
６
才
を
超

え
た
被
爆
者
の
み
な
さ
ん
の
証
言
、
核
兵
器
廃
絶

を
願
う
声
は
、
人
類
全
体
の
声
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
核
兵
器
が
何
を
も
た
ら
す
の
か
、
被
爆
者
が

経
験
し
た
そ
の
地
獄
は
、
絶
対
に
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
核
兵
器
禁
止 

条
約
に
日
本

も
署
名
し
批
准
す
る
、
そ
の
決
断
を
迫
り
ま
し
ょ

う
。  

 
 

 
 

 
 

 

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会 

 

８
０
年
前
の
８
月
６
日
と
９
日
、
米
軍
が
２
発

の 

原
爆
を
そ
れ
ぞ
れ
広
島
と
長
崎
に
投
下
し
ま

し 

た
。
２
つ
の
都
市
は
壊
滅
し
、
数
十
万
人
の

住
民
が
年
内
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。
傷
つ
き
な
が
ら

生
き
残
っ
た
数
十
万
人
の
被
爆
者
も
、
放
射
線
に

よ
る 

病
気
や
死
へ
の
不
安
に
生
涯
苦
し
め
ら
れ

ま
し
た
。
被
爆
者
は
地
獄
の
体
験
の
証
言
を
通
し

て
、
核
兵 

器
は
絶
対
に
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い

と
叫
び
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
８
０
年
間
、
核

兵
器
を
使
わ
せ 

な
か
っ
た
こ
と
に
大
き
く
貢
献

し
、
日
本
被
団
協
に
２
０
２
４
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
政
府

は
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
の
拡
大 

抑
止
力
に
頼
っ

て
、
日
本
の
国
家
と
国
民
の
安
全
を
保
て
る
と
誤

信
し
、
２
０
１
７
年
に
制
定
、
２
０
２
１
年
に
発

効
し
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
反
対
し
、
加
盟

し
よ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
政
府
を
認

め
て
い
る
の
は
日
本
の
国
民
で
す
。
す
み
や
か
に

日
本
が
加
盟
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
て
先
頭

に
立
つ
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 

長
崎
被
爆
者 

田
中
熙
巳
さ
ん 

 

 

核兵器も戦争もない世界のために 



 

 

 

                                  

 

 

 

小
泉
進
次
郎
防
衛
相
が
１
０
月
２
８
日
、
防
衛
省
で
開
い
た
記
者
会
見
を
受

け
た
日
本
原
水
協
の
高
草
木
博
代
表
理
事
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

小
泉
進
次
郎
防
衛
相
は
、
国
防
省
を「
戦
争
省
」と
改
名
す
る
ド
ナ
ル
ド
・ト

ラ
ン
プ
氏
の
大
統
領
令
を
受
け
て
日
本
政
府
も
呼
び
名
を
改
め
た
こ
と
を
記

者
に
突
か
れ
、
同
大
統
領
令
を「
力
に
よ
る
平
和
の
決
意
」
を
感
じ
る
、
な
ど

と
持
ち
上
げ
て
み
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
と
安
定
を
守
り
抜
く
に
は「
確
固

と
し
た
抑
止
力
、
対
応
力
が
必
要
」と
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
持
ち
上
げ
、
相
手
方

の
ピ
ー
ト
・
ヘ
グ
セ
ス
国
防
長
官
も
、「
戦
争
長
官
」
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
く
と

へ
つ
ら
い
ま
し
た
。
ま
だ
、
改
名
に
必
要
な
議
会
の
承
認
も
得
ら
れ
て
い
な
い

段
階
で
す
。 

 

戦
争
省
の
名
は
ア
メ
リ
カ
で
は
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
１
７
８
９
年
の
独
立

戦
争
の
後
す
で
に
議
会
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
で

も
、
日
本
で
は
陸
軍
省
と
呼
び
、
そ
の
長
は
陸
軍
長
官
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
当
の
ア
メ
リ
カ
で
は
戦
争
省
、
戦
争
長
官
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
１
９
４
５
年
６
月
、
国
連
憲
章
の
成
立
を
経
て
事
情
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
世
界
の
代
表
が
、「
戦
争
の
惨
害
か
ら
将
来
の
世
代
を
救
う
」

こ
と
を
決
意
し
、
武
力
の
行
使
と
威
嚇
を
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
と
す
る
こ

と
を
禁
止
し
た
か
ら
で
す
。 

 
い
ま
、
国
際
政
治
の
舞
台
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
国
連
憲
章
を
ふ
み
に
じ
る
武
力
に
よ
る
侵
害
や
核
の
威
嚇
を

グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
世
界
の
統
治
）
か
ら
排
除
す
る
こ
と
が
討
論
の
核

心
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
２
４
年
に
は
安
全
保
障
理
事
会
も
含
め
国
連
機
構
の

大
幅
な
改
変
の
方
向
も
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
来
、
日
本
は
、
過
去
の
侵
略
戦
争
の
反
省
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
と

国
民
の
苦
し
み
、
そ
の
上
に
生
ま
れ
た
日
本
国
憲
法
の
原
則
に
照
ら
し
て

も
、
そ
の
努
力
を
リ
ー
ド
す
べ
き
国
で
す
。 

 

世
界
の
現
状
か
ら
み
れ
ば
、
ガ
ザ
住
民
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
も
、
レ
バ
ノ
ン
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ン
、
イ
エ
メ
ン
、
カ
タ
ー
ル
な
ど
周
辺
諸
国

へ
の
武
力
攻
撃
も
、
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
支
援
な
し
に
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

皇
統
の
男
系
維
持
を「
日
本
の
宝
」
と
言
い
、
首
相
に
な
る
や
米
原
子
力
空

母
で
米
兵
に
戦
争
準
備
の
大
軍
拡
を
誓
う
高
市
早
苗
氏
、「
戦
争
省
」「
戦
争

長
官
」の
名
に
陶
然
と
す
る
小
泉
氏
。
国
連
憲
章
は
現
行
の
憲
章
で
あ
り
、
日

本
国
憲
法
は
現
行
の
日
本
政
治
の
原
則
な
の
で
す
。
国
民
の
判
断
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 

（日
本
原
水
協
代
表
理
事
・高
草
木 

博
） 

 

お知らせ：  第６３回大阪原水協定期総会の開催 

 日 時：１1 月２０日（木）１８：３０～２０：００  

場 所：大阪府社会福祉会館  ４０３号室 

２０２６年版いわさきちひろカレンダーの普及にご協力

下さい！注文を受け付けています。 大阪原水協 
 

 

 

第８回 高校生・若者企画  

「ひばくしゃの話を聞く会」  
日 時：１２月 21日（日）1３時～15時  

場 所：大阪原水協事務所  

≪お話される方≫ 枚方市原爆被害者の会 会長 森 容香さんから おは

なししていただきます。 時間のある方は事務所には、はだしのゲンをはじ

め、多くの資料が ありますので、見に来ていただいても構いません。 高校

生・若者にしていますが、どなたでも参加できます。是非、お越し下さい！ 

 

  


